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シヤーウッド・アンダソンの女性像

播磨谷 一 雄

AStudyofSherwoodAnderson'sWomeninhisWorks

IchioHARIMAYA

(昭和49年10月31日受理）

叙述にあるようにmysteriousな存在としての母親像で

あったように思われる。彼は少年時代を想起し，思い出

につながるありし日の母の姿を，事実を起点として様々

な彼独特のfancyで色付けしていったのである。

彼の母は飲酒癖と放浪癖にとりつかれた夫を持ち，七

人の子供を養うために，洗濯女として働かなければなら

ず，過労のため肺結核で亡くなったのは事実である。彼

にとって母の生涯は苦しゑの連続であり，忍耐の生涯の

ように思われたに相違ない。 しかし母は夫や子供に対し

て不満を訴えることもなく，生命を賭して家庭を守っ

た。そのような母の生き方が彼に女性のたくましさ，母

性の偉大さに対する尊敬，畏怖の念を教えると同時に，

彼の脳裏に深くとどまることになったのである。特にそ

れは彼が19才で母を失い，母の苦労に何も報いることが

なかったと後年になって考えた時，倍加され－種の負い

目として彼にせまったように思われる。

S"〃の中で，彼は苦しい家計を支える母の姿や，子

供達のひび割れた手に無言の愛情をもって油をすりこん

でくれる母の姿など様々な母親像を感傷的な調子で語っ

ている。それらの中で特に彼の印象に残るものは，母の

死であったように思われ，それに関する叙述が彼の全作

品の中で実に5度の多きにわたって見られることから明

らかなことである。 しかし注意すべきことは，彼の母親

像は先述のように事実を起点としているが， あくまで彼

のfancyの中のものであり，感傷的色彩が濃いというこ

とである。例えば母の死についてS"''yではarainy

dismaldayinthefall(7)としているが，実際の日付は

MaylO, 1895なのである。この日付の相違は，彼の感

傷が秋の暗い雨降りの日に一致した結果生じたものと思

われ，母の死を美化し感傷的な事実としてとらえようと

する彼の意図が明らかに認められる。

作品におけるこのような母の取り扱いについて, T@"

において次のように語っている。

IfyouhaveamotherlikeMaryMooeheadand

sheislikelytolookat…andshedieswhenyou
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Tothememoryofmymother,EmmaSmith

Anderson,whosekeenobservationsonthelife

aboutherfirstawokeinmethehungertosee

beneaththesurfaceoflives,thisbookisdedi-

cated． （1）

AndersonはWMes6"ずgO"0の巻頭言に上述のよ

うに述べ彼の母の思い出に感謝の意を表している。 この

中で我々の注意を喚起するのは，彼の母の人生について

の鋭い観察が彼に人生の表面下を観察したいという意欲

を与えたと述べていることである。彼の母に関する叙述

は自伝的作品といわれるAS""yTe""'sS"が⑫)や

T""AM""es#C"〃〃ood(8)やMew@o"sに承られ

るばかりでなくW"dyM℃P"〃so"'SSO"(4)などの小

説にも見られる。 このように彼の前期から後期の作品に

一貫してゑられる彼の母は，彼にとってどのような存在

であったかは我々に大きな興味を引き起すものである。

しかし彼がs加矧の中で語っているように，他の作中

人物と同様に彼の母親像も必ずしも実像ではない(5)。

CaseofWesternReserveUniv.版のTextにつけら

れた客注によると，彼は母の出生についてさえあまり確

信を持っていなかったようにふえる。彼は母について次

のように述べている。

Shehadbeenaboundgirl infarmer's family
－

whenshemarriedfather,theimprovidentyoung

dandy・ Therewas ltalianbloodinherveins

andheroriginwassomethingofamystery.

Perhapswenevercaredtosolveit-wanteditto

remainamystery・ Itissowonderfullycomfor-

tingtothinkofoneﾉsmotherasadarkbeauti-

fulandsomewhatmysteriouswoman.(6)

上述の文の下線部の事実について， このTextの客注

では完全に否定しているのである。彼にとって重要なの

は母の出生とか，結婚前の職業の詳細ではなく，後半の
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人生探究の端緒を示すものであった。例えば，何故母は

他人の汚れた衣服を洗濯しなければならないかという疑

問は，何故彼の家は他と比較して貧しいかの疑問に通

じ，彼の父の機械文明社会とは相容れない生活態度の理

解に導いたのである。それはまた，彼の父の承ならず，

工業化の波が押し寄せたその当時の社会の一般的風潮の

理解にもつながることであった。巧妙に時流に乗り大金

持になる人，彼の父のように時流に乗れず困窮の生活を

続けるpoorwhite,機械文明に抑圧された不能者など

の理解の源は母の生き方の理解によるものであった。

また，大家族の食物で常に苦労していた母の姿は,彼

に家庭の犠牲者としての女性の姿を印象づけたに相違な

い。男は酒を飲象泥酔して眼るだけであるが，女は家計

で苦労し， 自由のない屈従の毎日を送らなければならな

い。Poo"W〃"gのClaraは彼女の母の人生を回想し

て, Itwasthelifeofabeast.⑩と考える｡また,Dga肋

"MeWoo"sで登場する，無頼の夫や息子や家畜に喰

物を与える老女に，そのような女性像を瞥見できるので

ある。Andersonは母の生き方の中に， 自由を奪われ悲

惨な生き方をする女性をゑたように思われる。同様に経

済的困窮に耐え抜き，健康を顧ゑず家族のためにつくす

母は彼に力強い女性像を教えることになり，度々神秘的

段階まで高められ，後述する作品のheroineの重要な特

質となっている。

引用(9)に示されているような母の理知的な面は，

Andersonの知性的女性への憧慢を促すことになった。

W伽吻においてSamがSueと会う前に知り合いにな

る姉妹, JanetとEdithにおけるJanetの選択におい

て，その傾向は明確に認められる。 Janetは不具である

がSamにない知性を持った女性として描かれ, Edith

は肉体的に完全であるが知的にはstupidな女性として

描かれている。SamはEdithを真の友として選択するの

である。また，作品に登場する女教師達にもAndersonの

知的女性への憧撮の面が見い出せる。WMdyのMary

Underwoodは母親なき後のSam･の精神的母親として存

在し，彼に将来の指針を与えてくれるし,T"eTe"c"e"

の女教師,KateSwiftもGeorgeWillardにとって同

様な役割を持っている。

Andersonのこのような傾向は，彼の主人公達が配偶

者として求める女性の選択基準にも現れている。Samが

最後に求めるSueはawomanofbrain伽で工場主の

娘であり,Poo"W""eのClaraは大学教育を受け農

場主の娘である。D"""Lα郷g〃”のAlineも又，弁護

士を父に持ち良家の出である。 これらの場合において，

主人公が配偶者として選択する女性がそれぞれ少くとも

主人公よりも知的水準の高い女性であることは偶然では

areyoung,whatyoudoallyourlifeafter-

wardsistouseherasmaterial fOrdreams・ It

isunfairtoherbutyoudoit・Verylikelyyou

makeher sweeterthanshewas,kinderthan

shewas,wiser thanshewas・Whatﾉsthe

harm？(8)

ここで述べられているように，彼は思い出の中の母親

像を神秘的なものとしてとらえ，そのようにとらえるこ

とによって母親像を美化し，母の苦しゑを不滅のものに

しようと試ゑたのである。彼の理想像といえる母親像は

事実を起点としたが, fancyの領域にお､､て殆んど完全

なものにまで成長する。

Whenshespokeherwordswerefilledwith

strangewisdom(howsharplyyetlremernber

certaincommentsofhers-onlife-onyourneigh-

bors)一加toftenshecommandedallofusby

thestrengthofhersilences.(9)

母親の理想像は彼のfancyの中で心ゆくまで構築され

たが，それはまた母親の讃美であったともいえ，母の生

前， 7人兄弟の一人として母の愛を独占できなかった彼

を充分に満足させるものであった。

以上のような彼の親母的傾向は，反面，父親に対する

嬢悪として現れる。父親の放浪性や家庭を顧承ない無責

任な飲酒と，母親の7人の子供をかかえての苦労と対比

される時，その鋪悪感は更に強いものになった。彼の前

期における作品において特にこの傾向が承られる。 （後

期においては彼自身を父親と同一の立場で考えることに

より，父親の理解の境地に達している）それはWj"es-

6"増O腕0におけるGeorgeWillardの父親の彼に対

する無理解の態度や， 自伝的小説といわれるWWzdyに

おいて示され，特に後者において顕著である。W§"〃に

おいては，息子のSamが父親に殺意を抱き絞殺しよう

とする場面がある。 この事件は後で父が意識を回復する

ことにより未逐に終るが,Samの父に対する強い憎悪を

示すと同時に，作者Andersonの少年期における父親に

対する強い獺悪感を表していると想像されるのである。

以上考察してきたように,Andersonは特に初期にお

いて，母親像を美化し不滅のものとすることにより讃美

し， また一方では父親を嫌悪し憎悪する仇dipuscom-

plexの傾向が承られると考えられる。このような親母性

は彼の女性観形成に大きな影響を及ぼし，特異な女性像

を形成させたように思われる。次に母親の生き方の彼の

作品に及ぼした影響について検当していきたい。

Andersonにとって，母の生き方の理解は，引用(1)に

ゑられたように彼の文学の一つの大きなテーマであり，
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いように思われる。

下宿屋の娘として登場するSjoj.yのNoraの場合を

考察すれば， より明確になるように思われる。Anderson

はNoraになぐさめられ，その胸で泣いたことに対して

次のように述べている。

TherewasasuspicionthatNora,……whomI

hadsomewhat lookeddownuponasnotbeing

myequal, hadsuddenlybecomemysuperior．…

Coulditbethiswoman, thismakerofbedsin

acheaplaborerﾉsroominghouse,hadabetter

mindthanmyown？⑫

また,Poo"W〃"gのHughと下宿屋の娘Rose

McCoyとの関係においても両者は最後には結ばれず，

RoseはHughと同等の女性として扱われていないように

思われる。

以上のように母親の知的な面へのAndersonの尊敬と

憧慢は彼の女性観形成に影響を及ぼし，知的女性の選択

という基準を彼に与えたように思われる。彼にとって母

親は無視出来ない存在であり，彼は晩年にいたるまで母

親に対する讃美の気持を捨てることがなく， 1942年に出

されたMe"o"sにおいては，むしろそのイメージを更

に鮮烈にしている。母親を若くして失なったという事実

は，彼にとって一生涯忘れられないものであり，そのた

めに母親をfancyの中で長く保ち続けることになったの

である。

一 雄

交わりはできない。ある農場で働いた時，農場の娘を好

ましく思うが，彼の方からは話ができず，娘の恋人に激

しい怒りと嫉妬を感じその農場を去る。また彼が発明家

として名をなしてからの下宿屋の娘Roseとの関係に

も，人と人との暖かい交わりを欲しながらできないもど

かしさを感ずる。AndersonはHughとRoseとの心理

をたどりながら，その徴妙なくい違いを述べ, Hughの

自己表現できない欲求不満の状態を強調する。作者は発

明家として町に大きな変革をもたらしたHughの機械文

明に対する疑問と，彼を取り巻く機械文明社会がその欲

求不満の原因であると主張しているように思われる。し

かしHughが他の人間と特に女性に対して自己表現でき

ない極端に憶病な態度は，機械文明社会の抑圧ばかりで

はなく，女性に対して持っている彼の屈折した心理に原

因があるように思われる。

C1araとの結婚式後，彼が窓辺で外のdarknessを見

つめる描写がくり返し述べられるが，そのdarknessは

母から離れた幼児に似た心理状態，即ち性的不安で圧倒

されそうになっているHughの心理を象徴しているよう

に思われる。この後，彼は二階から下の屋根に飛び降り

て逃げ出すのである。 ここに我々は女性に対して極端な

恐怖心を持つHughの性的grotesque像を承ることが

できる。

HughはClaraに彼が悩んでいる機械発明の問題につ

いての苦しい心境を打ち明けたいと思うができず，次の

ように考える。

……hebeganthinkingofSarahShepard,who

hadbeenfriendlyandkindtohimwhenhewas

alad,andwishedshewerewithhim,orbet-

teryetthatClarawouldtaketheattitude to.

wardhimhehadtaken・HadClaratakenit into

herheadtoscoldasSarahShepardhaddonehe

wouldhavebeenrelieved．⑭

ここで注意すべきことは，彼がClaraにSarahに代

る母親の役を期待し, SarahがかってしたようにClara

が彼を叱って欲しいと願っていることである。彼は妻の

Claraに強い母性を欲し，それにより彼の苦悩が救済さ

れることを望んでいるのである。それはまた母に対する

幼児の甘えの態度に似たものである。

Forthemomenthewantedtobeaboyandput

hisheadontheshoulderofthewomen．⑮

しかし, Claraが彼を町を変革したheroとして考え

彼に男らしいbraveryを期待している間は，彼らには真

のつながりは生まれなかった。Hughが暴徒に暴行を受

秋田高専研究紀要第10号

I

Andersonの女性観は前述のように母親の強い影響を

受け,OedipusComplex的な傾向がゑられたが，次に

Pooγ恥"gのHughとClaraの関係を中心にして考

察しその特徴を探りたい。

Hughはpoorwhiteの息子であるが,NewEngland

出身のSarahに引き取られ， ピューリタニズム的労働

観を教えこまれる。彼にとってSarahは精神的母親であ

り，怠け癖の出る度毎に彼女の教えを思い起し仕事に向

う。彼の心に緊張を与えるのはSarahの厳しい教えで

ある。彼はミシシッピー河西岸の泥土地帯のある町に育

つが，彼にとってこの地方は，子供の頃の思い出と結び

ついて，母の愛情と同様の安らぎを与えてくれる土地で

ある。 これら母親的存在のSarahやミシシッピー河と

別れるに及んで，彼の心は耐えようのない孤独感にとら

われ，母親の手を離れた子供の心理を想像させるのであ

る。

彼はSarahのいうrightpeopleとrightplace⑬を

求めて放浪の旅に出るが，彼が希望している人との暖い
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け，地面に殴り倒さられた時初めて，彼の英雄像が破壊

され，彼女の子供として受容する態度が生まれ真のつな

がりが成立するのである。Claraにおける母性の誕生に

ついて次のように述べている。

Withinherarosethemother,fiece,indomitable,

strongwiththestrengthoftherootsofatree.

ToherthenandfOreverafterHughwasno

hero,remakingtheworld,butaperplexedboy

hurtbylife・ Heneveragainescapedoutofhis

boyhoodinherconsciousnessofhim．⑯

彼らの愛は男女対等のいわば大人の愛ではなく，母親

が子供に対する愛であり，妻の側の意識の転換により成

立し，夫は一方的に与えられる側であり，妻の母性的愛

を甘受する点に特徴がある。HughはOedipusComplex

を持つ精神病者のように考えられる。AndersonはHugh

のようにgrotesqueで不能な人間は機械文明社会の抑圧

の結果生じたと主張しているにもかかわらず，我々は

Hughの性的恐怖，不安は作者の母に対する屈折した心

理から生じていると考えざるを得ないのである。

Hughと同様な性的不安を感ずる主人公は他の作品に

おいても見られる。例えばM@"c腕"gMe〃のMcGr-

egarの極端な女性ぎらい,D""ルLα"g〃〃における

BruceのBerniceとの結婚生活などである。Howeは

Andersonのこのような傾向について次のように述べて

いる。

．｡…･ thoughonemustbeextremelycautious in

takingimaginativeworksasevidenceaboutan

authorﾉslife,itseemsreasonablyclearthatfor

themanwhowrotethesenovelssexwasa

sourceofdeepanxiety．⑰

Howeの述べるように，想像上の作品から作家の私生

活を云々するのは慎重を要することであるが, Sexは

Andersonにとって大きな不安の源であったと考えられ

るのである。

Wi"yにおいては， もう一つの特徴である妻の母性

の問題が現われているように思われる。Samは母性を求

め憧慢する者として描かれている。彼の妻のSueは三度

に及ぶ死産が示すように母性を欠いた女性である｡Sam

は彼女から母性を期待することができない。彼は放浪の

旅の途中で三人の子供の母である酒場の踊子にたくまし

い母性を感じ，その子供達を引き取り帰還する。妻の

Sueはその子供達により強い母性がめざめるのである。

彼女の母性により救われのは子供だけではなく,Samも

又， 3年の放浪生活の後で暖く迎えられることにより救
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われるのである。その意味ではSamもまた子供の一人

としてSueの母性を甘受しているのである。

次にD""ルLα"g〃”におけるAlineを中心とした

愛の問題について検当を進めたい。AlineとFredはパ

リで知り合うが，彼ら二人を結びつけたものはいまわし

い戦争体験で悩むFredに対するAlineの同情である。

彼女には彼がamanhurt,befOuled⑱のように思われ

その夜，急激に高められた彼に対する母性的愛情から彼

の求婚を受け入れるのである。

Hewaslikeachild,wantingsomethingshe

stoodfor-tohimwantingitdesperately.⑲

しかし，結婚後の彼らの生活には愛情が承られず,Fred

は事業に熱中しAlineには冷淡である。二人の間には心

理的障壁が存在し，パリで求婚された晩をのぞいては彼

らの間のその壁ば除去されることはない。

注意すべきことは,Wi"〃やPoo"Wﾙ〃gにおいて，
Andersonは男性に対して女性の側から母性的愛情を与

える愛の姿を述べたが， この作品においては，男女対等

の自然の愛の姿を強調していることである。 Fredと

Alineの関係について次のように述べている。

Therewasnodoubtthat,sinceshehadmarried

him, Alinehadoftenbeenrather irritatedand

boredbyFred, byhischildishness, hisobtuse-

ness．⑩

Aiineが彼女の愛を育ててくれることのないFredの

幼児性に対して不満を感じているのは，上述の文より明

らかであるが，彼の求めているAline像はあくまでも母

性的妻であることに留意すべきである。Alineに去られ

たFredの心境は母に去られた幼児の心理に似ている。

Alinehadbeen likeamothertohim.Whenhe

wasdiscouragedorupsetshewassomeoneto

talkto. Latelyshehadbeenmoreandmore

likeamother･ Couldamothersodeserta

child？勧

彼はAlineが子供としての彼を見捨てるとは考えられ

ず，戻るのではないかと期待するが，彼女は彼のもとを

去る。ここで述べられているFredとAlineの夫婦像は

前述のSamとSue,HughとClaraに象られるものと

同じ範驍に属さないように思われる。夫としてのFred

の性格はSamやHughの場合と類似性が認められるが

妻としてのAlineの描写において相違が見られる。

Alineのは母性を期待するFredは彼女により拒絶され

るのである。作者は疎外された夫を受容する妻の立場に

視点を置き,母性のゑを期待する夫を妻に拒絶させるこ
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とによって，男女対等の自然な愛の姿を描こうとしたと

いえる。しかし,BruceとAlineの結びつきが，作者が

意図したように果して自然な男女関係であったかどうか

については若干の疑問が残るのである。

彼らを結びつかせたものは,Alineがかって愛した男

性にBruceが似ていたという単なる類似にすぎず，そこ

に安易さが感じとれる。また，彼らの関係は, Laurence

のL"yC地〃”ﾉey'sLo"〃の場合のように女主人と

庭師であるが,Bruceに庭師としての生活経験がなく生

活の具体性を欠く設定である。また，彼らの置かれてい

る社会関係にも言及されず，従ってFredを加えた三者

の間の愛の葛藤などはあり得ないのである。それ故に彼

らの愛の姿は，意識の承が先行した抽象的なものになら

ざるを得なかったのである。TrillingはAndersonのこ

のような傾向について次のように述べている。

･･･ justasthereisnorealsensormexperiencein

Andersonﾉswriting, thereisalsonorealsocial

experience.… InhisdesirefOrbettersocial

relationshipsAndersoncouldneverquiteseethe

socialrelationshipsthatdoinfactexist,how-

everinadequatetheymaybe．⑫

BruceがAlineと新生活にふゑ出そうとする時の彼の

心中が次のように語られている。

Hehadwantedtofindtherightwoman,awo-

manhecouldreallymarry,butthatwasonly

halfofit・ Hewantedtofindtherightkindof

worktoo．⑬

BruceがAlineを得たのは正にhalfofitであり，

残りの半分のtherightkindofworkの探究が後に残

るのである。しかしこの探究はAndersonの憧れる一種

の原始主義といえる自分自身の手で物を作り出す仕事を

見出さない限り，困難であるように思われる。現代では

このような仕事を発見することは困難であり，彼も認め

ているように機械から逃げることはできないのである。

Iwilladmitthatwecannotgetawayfromthe

machine．“

BruceとAlineが十全な愛を達成するためには，作者

が後の問題に残したrightworkが必要であり，更にそ

れにつれて起る社会的関係や，上述のような男女間の愛

の葛藤が不可欠のように思われる。 このような実生活的

側面を伴わないBruce,Aline夫婦はやがて崩壊の危険

にさらされることになり, Sam,Hugh,Fredのように

女性からの一方的愛を期待する以外に，彼らの救済はな

くなるのである。その意味において, Andersonは

一 雄

Dc""Lα"g〃”においても対等の男女関係を描ききれ

なかったように思われる。

以上三作品を中心に,HughとClara,SamとSue,

FredとAline,BmceとAlineの4組の夫婦像を検当

し，それぞれにおいてゑられた女性観の特徴を考察して

きたが，共通に認められるものとして，夫が妻の母性に

依存することにより救済されるという点が上げられる。

これは作者Andersonの女性の母性に対する憧慢を示す

と同時に，彼が晩年にいたるまで母の影響から遠ざかる

ことのできなかったことを示している。

Ⅲ

前述の各章において, Andersonの母親に対するイメ

ージとそれが影響したと思われる作品に現れた夫婦像か

ら女性観の特異性を描出してきたが，最後にP"""s

wり"e〃より彼の女性観を探りたい。

この作品は晩年における彼の社会主義的関心を表すも

のとして知られている。そこで取り扱われているのは，

機械文明社会において機械に支配され疎外されつつある

男性とそれを救済する者としての女性である。彼は現代

社会における男性について次のように危機感を述べてい

る。

InAmericathereisanobviousdanger・ Itis

thatpresentlyman, havingstayedfOrsolong

atimeoutsideofhisownmaleworld, will

Ioseforeverthesenseof it・ I,myself, feel

thisdangerconstantlyinthepresenceofmodern

indusry．⑬

彼の機械文明社会に対する危機感は高められ，織物工

場の暗がりで会った夜警のgrotesqueな姿に現代人の宿

命を見る。 しかし，彼は引用“のように，現代人は機械

から逃避することができないと認めざるを得ない。

このような社会において生活する現代人を救うには，

できるだけ機械に触れる機会を少くして自然に戻るしか

ないと考えている。

Itmaysoundchildish,butmenwillhavetogo

backtonaturemore・ Theywillhavetogoto

thefieldsandrivers・ Therewillhavetobea

newreligion,morepagan, somethingmore

closelyconnectedwithfieldsandrivers･燭

人間は自然に帰ることにより人間本来の姿を取り戻すこ

とができ，そこから強い同情心が生まれ，現代男性の性

に対する恐怖はなくなるだろうと主張している。

また，彼は生活の道具を自らの手で作り出した原始時

代について強い憧慢を抱いている。

秋田高専研究紀要第10号
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る。また,D"""Lα郡g〃”で自然な生き方を楽しむ

SpongeMartinの手は，工場においてペンキのはけを持

つ手である。彼はすばやく愛撫するかのようにペンキを

塗り終えるのである。P〃ﾙ"sWり”g〃における手は，

原始時代の人間が物を造り出す際にその材料を愛撫した

手である。 ここで共通に認められるhandsのイメージ

は愛撫の手であり，根底においては自然とつながりを持

つように思われる。更にS"がにおいてAndersonが述

べているように，子供達のひび割れた手に油をすりこん

でくれる物言わぬ母の愛撫の手を想起し，前述のような

彼の母性的な自然を考える時，そこに彼の母の影響を認

めざるを得ないのである。

以上のように彼の自然は母性とつながり，母性はまた

彼の母とつながりを持つものであった。それは女性に対

してある種の恐怖に似た無限の神秘感を彼に与えた。女

性はmysteryであるという感情は晩年まで変ることなく

更に高められていったように思われる。 ここに機械文明

社会において打ちひしがれた男性を導き包容する女性優

位の思想が現れることが可能になるのである。

彼はP"""sWり”e〃において女性の優位を認め，

男性に代る社会的指導権を女性に与えようとしている。

.･･itseemstomethatthenewleadersmustbe

women・ BecauSe…thewoman,atherbest,is

andwill remainabeinguntouChedbythe

machine・ Itmay, ifshebecomesamachine

operator,tireherphysicallybutit cannotpar.

alyzeormakeimpotentherspirit.Sheremains,

asshewillremain, abeingwithahiddeninner

life．⑬

ここには女性は機械に肉体的に影響されたとしても，

精神的には不能になることはないという彼の女性に対す

る理想論が述べられている。更に女性を隠れた内的生活

を営む存在であるとしてその神秘性をたたえている。 し

かし真に女性は文明社会の影響を受けることなしに，彼

の言う内的生活を営むことができるのかという疑問が起

きるのである。Pe""叩sWb”g〃において，彼が訪れた

織物工場には多くの女工が雇用され，男子と同様に労働

していた。彼がその女工達に機械に影響されぬ活溌さを

見たとしても，それは彼が少年時代に見た母の大家族を

支えた女性としての強さ，たくましさと同種の幻影では

なかったかと想像されるのである。

Iにおいて彼の作中人物には生活の具体性がないこと

を述べたが， ここでも女性がいかにして文明社会におい

て指導的立場をとり，男性を救済するのかという点では

具体性を欠き，抽象的女性像を描いたにすぎなかったよ

Whenmoremenworkedinthefieldsandwhen

mostofthegoodsweneedtocoverournaked･

nessagainst thecold, thehouseswelivein,

weremadebymen'shands,menwerediffer-

ent・㈲

男性の権威が失なわれたのは，物を自らの手で作り出さ

なくなった現代からであり，原始時代においては，物を

作り出す材料となる石，鉄，木などと直接手で触れるこ

とにより，愛着を感ずることができたと主張するのであ

る。それらの材料は周囲の自然より直接とり出したもの

であり， ここに彼の自然や原始主義への強い憧撮が認め

られる。それらへの回帰は現代において疎外されている

男女関係を正常なものにし，抑圧された性を回復するた

めの手段であると彼は考えていた。何物にも束縛されず

自然に二人が触れ合うことが，最も理想的な男女関係で

あると考えたのである。

W伽ayのSamとSueがhoneymoonを過したミシガ

ン湖に注ぐ河の下流の森林地帯における生活は，その意

味でAndersonが理想とする生活であったに相違ない。

そこは金の追求のために毎日をあくせくと過さなければ

ならない機械文明下に生きるSamにとって，正に理想

郷であり， 自然に取り囲まれた別天地であった。母性を

欠く女性として描かれているSueもそこでは生き生きと

行動している。文明社会に帰還後の彼らの生活が, Sam

の母代りのMaryUnderwoodの死,Sueの父の自殺，

Sueの相次ぐ死産などの暗い影を帯びていることと比較

すれば，そこにおける生活は全く作者の理想とするもの

であったといえる。Andersonは十全な男女関係が成立

する最適の場は， 自然であると考えていたように思われ

る。

彼の自然はSamとSueの場合のように，機械文明社

会において疎外され傷ついた人間を暖く包容し愛情を与

えてくれる母性としての自然のように思われる。 Poo"

W""eにおけるHughの少年時代の思い出とつながり

精神的な母のような安らぎを与えてくれるミシシッピー

河や,D"""Lα"g〃〃のBruceが妻のBerniceと別れ

放浪の旅に出，ポートで下る河などにおいて上述のよう

な自然観が見られるのである。

このような自然と人間を連結するのは彼が度々言及す

るhandsであるように思われる。handsは彼の作品にお

いて，様々なイメージで使用されているが，その中に共

通要素を見い出すことができる。例えば,Wi"es6"γg

o〃0のHα"dsの中で使用されているBiddlebaumの

手は彼の生徒への愛を示すために身体をなでまわす愛撫

の手であり，いちごをすばやくつゑとる熟練した手であ

昭和50年2月
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うに思われる。重要なことは何故彼がこのような女性優

位の，男性を救済するものとしての女性観を持たなけれ

ばならなかったかということであろう。そこには彼の母

の大きな影響を認めることができるように思われる。 I

において述べたように彼の母は人生を洞察する目を彼に

与えたばかりでなく，女性観形成にあって正に大きな存

在だったといえる。

彼の個人的事実より女性優位の思想を探っていくと，

彼は生涯において4度の結婚をしているが，その夫人の

いずれもが知的水準においては彼より高かったことに気

付く。最初の夫人, CorneliaLaneからは彼女の文芸に

対する関心が高かったこともあって，かなりの教養面の

指導を受けたように想像される。 2番目， 3番目の夫人

は元教師であり，特に4番目の夫人EleanorCopenhaver

は進歩的インテリ女性であり，彼の作品が1930年以降，

急速に社会主義的色彩を帯びていったのは彼女の影響に

よるものと思われる｡一方,彼は23才の時にHighschool

教育を終了したの承であり，妻達の影響もまた大きかっ

たに相違ないのである。そして彼は彼自身に影響を及ぼ

すような女性しか選択しなかったのである。そこにも又

彼の女性優位の思想が生まれる素地があったように思わ

れる。

以上述べてきたようにAndersonの女性観は母に強い

影響をうけ，その影響は彼の文学作品ばかりでなく，彼

の私生活にまで及んでいるように思われる。また彼の女

性観は母性としてこの女性，男性救済としての女性から

女性優位の，社会を指導するものとしての女性観まで高

められた点に特徴が認められる。 Andersonの描いた愛

の世界は，その素朴さ故に，性意識のゑが先行して，

愛や性の引き起す複雑に錯綜した世界を表すことができ

なかったが，性は不潔なものであり，人間の肉体は出産

の承に使われべきであるとするピューリタニズムの思想

を打破するには大いに効果があった。

スザンヌ， リラールはその著書「愛の思想」において

現代科学社会における愛の復権を主張し， 「この新しい

カップルの生活においては，女性が決定的な役割を演ず

るだろう。そうするのが女性自身のためでもあるし，第

一，女性が加わらなければ何もならない。われわれは新

しい時代，女性のものの考え方一他のことについても同

様だが， とりわけ愛についての－が優位に立つ新しい時

代の黎明にある｡」凶と述べているがAndersonは1920年

代においてすでに機械文明社会における愛の危機を問題

意識の中にとらえ，終始カップルズの危機を主張し，将

来の愛の世界における女性の優位を予言した点にその現

代的意義が認められる。
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